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三上：第208回国会の憲法審査会では、新型コロナのまん延を背
景に、緊急事態が発生した場合等においても国会の機能を
維持するための方策の一環として、「オンライン審議」につ
いて活発な議論が行われました。

皆川：「オンライン審議」は、論点が憲法と国会法規の双方に関
わるため、憲法審査会事務局と衆議院法制局が共同で議
員の先生方の議論を補佐しましたね。最大の焦点は、「総
議員の三分の一以上の出席がなければ、議事を開き議決
することができない」と定める、本会議の定足数に関する
憲法 56条 1項の「出席」の解釈でした。

三上：報道でも、「国民に三密回避を呼びかける中、国会では議
員が肩を寄せ合って審議している」「民間ではオンライン会
議は当たり前なのに、国会はなぜできないのか」などと取
り上げられましたが、実は憲法にハードルがあったのです
ね。

皆川：そうです。衆議院規則148条には「表決の際議場にいない
議員は、表決に加わることができない」と定められていま
すが、これも、憲法にいう「出席」がこれまで「物理的に議
場に現在すること」と理解されてきたことの表れと言えます。

三上：しかし、感染が拡大する中で、憲法 56 条 1 項の「出席」
には「オンラインによる出席」も含めることができるのでは
ないかという議論が出てきたため、憲法審査会においても、
「出席」の解釈について集中討議が行われることになりまし
た。

　　　集中討議の冒頭では、法制局長から代表的な学説の整理
を中心に基調報告が行われましたね。憲法審査会事務局で
も、主要学説や海外の事例等を整理した資料を作成し、議
員の先生方に配付しましたが、法制局の論点整理は、ポイ
ントが凝縮された、非常に明快なものでした。

皆川：法制局長が報告の際に使用した「オンライン審議」関係資
料は、憲法審査会事務局作成の資料とともに、議員の先生
方の議論の土台を築くものとなりました。私も資料の作成
に携わりましたが、憲法論議の舞台裏の黒衣としての役割
を果たすことができ、とても充実感がありました。

　　　ここで改めて学説を整理しておくと、従来からの理解に沿
う見解、すなわち、憲法56条1項の「出席」は「議場にい
ること」のみを指すという説（物理的出席説）と、「議員が
議論の過程を通じて賛否の意思を形成し、表決に参加する」
という「出席」の機能に着目すれば、議場に現在せずとも
ICT を活用した環境整備によって「出席」と評価すること
は可能とする説（機能的出席説）の２つの見解がありまし
たね。

三上：憲法審査会でも、それぞれの見解の代表的な提唱者である
高橋和之教授と只野雅人教授をお招きし、参考人質疑を行
いました。憲法学の大家であるお二方の熱のこもった御主
張を目の前で拝聴することができ、大変光栄でした。

皆川：法制局としても、この参考人質疑で提示された最先端の学
説を踏まえて、その後の議員の先生方の議論を補佐するこ
とができました。

三上：その後、憲法審査会は、総括的な討議を行った上で、緊
急事態の発生時等には憲法56 条１項の「出席」に例外的
に「オンラインによる出席」も含め得るとする意見が大勢
であったとする報告文を議決し、衆議院議長に報告しまし
た。

皆川：この報告を受け、議長から検討の指示を受けた議院運営委
員会では、まずは現行法の下で実施可能な範囲で、各委
員会において試行的にオンラインを活用することを推奨して
いくことを申し合わせました。

三上：今後、国会でオンラインの活用が進んでいくのか、皆さん
もぜひ注目してみてくださいね。

　国会の憲法論議に関わる職務もまた、衆議院法制局の仕事の柱となる分野です。国会の憲法論議は各議院の憲法審査会が担ってお

り、その論議は、政府への質疑が中心となる他の委員会とは異なり、議員間の討議が中心です。そのような憲法審査会の議論を支える

役割は、国会に置かれた補佐機関である憲法審査会事務局が担うこととされていますが、衆議院法制局は、この憲法審査会事務局に

多数の職員を派遣して、全面的にこれをサポートしています。

　加えて、衆議院法制局においても、与野党双方からの求めに応じて、憲法問題に関する様々な調査・助言や「日本国憲法の改正手続

に関する法律（憲法改正国民投票法）」の改正案の立案を行っています。

　ここでは、第208回国会における「オンライン審議」の議論をサポートした二人の対談をご覧ください。

　衆議院法制局の初代法制局長入江俊郎は、終戦後、法制局（現在の内閣法制局）長官として日本国

憲法の立案に深く関わった、まさに生みの親の一人です。憲法問題調査委員会の委員として、また、憲

法改正案の起草者として、松本烝治国務大臣や金森徳次郎国務大臣を支え、絶対的平和主義、徹底

的民主主義を掲げる現行憲法を作り上げました。また、明治以来、片仮名・文語体であった法令に、初

めて平仮名・口語体を採用した立役者でもあります。法令の頂点に立つ憲法が口語体で発表されたと

きは、国民から驚きとともに圧倒的な好評をもって迎えられました。

　根本的な変革を遂げた天皇制の在り方、大英断というべき戦争放棄など、旧秩序から新秩序への

移行を法制官僚として担った入江には、新憲法の成立は日本国の歴史的進展の必然として生み出さ

れたものだという確信があり、そのため「アメリカの草案の翻訳」などといった見方には敢然と反論し

ています。

　その後、昭和23年7月に発足した衆議院法制局の初代法制局長に就任し、戦後法制の形成期にお

ける議員の立法活動を支えました。占領下のこの時期、法案の国会提出に当たり必要とされていた

GHQのクリアランス（承認）に関し、議員立法については法制局長において憲法適合性などを保証す

る意見書を出すことが求められていた

のです。昭和27年に最高裁判事に転じ

た入江は、18年余の長きにわたり務め

た同職において、法制執務の経験を踏

まえ、立法事実をベースとした憲法解

釈を貫いています。

　行政、立法、司法にわたる三権の各分

野において、憲法の価値を守り通した

生涯でした。

▲入江の遺した「憲法改正草案要綱」
　（昭和21年3月6日発表）

コラム 入江俊郎（初代衆議院法制局長）と憲法

としおいりえ
入江　俊郎
（明治34年1月10日～昭和47年7月18日）

東京都出身。内務省入省後、昭
和2年法制局（現内閣法制局）参
事官、昭和21年同長官。この間、
日本国憲法の制定等の立案責任
者として尽力。昭和21年、貴族院
議員に勅選。昭和23年以降、国
立国会図書館専門調査員、衆議
院法制局長、最高裁判事などを
歴任。

入江が尾崎行雄から贈られ
た掛軸
（独行不愧影　独寝不愧衾）

尾崎が好んで揮毫したという
この言葉は、宋史の一節で、
「独りで歩いても影に恥じる
ことはないし、独りで寝てい
ても布団に恥じることもな
い」、すなわち「どんなときで
も裏表なく、恥じるようなこと
はしない」という矜恃をもっ
た生き様を示したもの。

２　修正案の立案・審査　―修羅場の立案―
　議員や政党の政策は、審議中の法案に対する修正案の提案という形で示されることもあります。このような修正案の立案・審査
もまた衆議院法制局の重要な役割の一つです。
　修正案の立案作業自体は、基本的には先に述べた法案の場合と異なるところ
はありませんが、対象となる法案が政治的な争点であればあるほど、委員会で
の採決の直前になって初めて政党間での修正協議が調ったり、極めて政治的な
決着をみたりすることも少なくありません。そのため、修正案の立案は、往々に
して厳しい時間的制約の下での作業になることが多く、また、複数の政党から同
時に立案依頼が舞い込むことも少なくありません。まさに「修羅場」の立案作
業であり、政治のダイナミズムを身をもって実感する場面でもあります。
　さらに、修正案の立案の際には、時として、様々な法的・政治的要素を考慮
しながら、微妙な法的表現を考案することを求められることがあります。そこでは、
迅速かつ的確な法律判断・情勢判断と、高い法制執務の能力が必要とされるこ
とから、「立法府の法律家」としての実力が試される場面であると言えるでしょう。

３　憲法問題・法律問題についての照会に対する調査回答
　衆議院法制局の職務は、法案や修正案の作成といった条文化作業を伴うものばかりではありません。議員やその政策立案スタッ
フからの照会に対する回答、議員が法律問題を検討する際の助言・示唆、委員会の命を受けて行う「法制に関する予備的調査」と
多岐にわたります。
　その意味において衆議院法制局は、議会における法律問題が集約される場なのです。

＃衆議院法制局の職務 ＃憲法論議、その舞台裏にも衆議院法制局

MEMO: 衆議院法制局にしかない仕事

　「ここさえ直してくれたら賛成できる」。
法案への態度には、賛成と反対の間に、
そんな選択肢も存在します。このとき、
原案では折り合えなくとも、修正案が合
意形成のための選択肢となり得るのです。
　政府提出法案に対する修正の大半は国
会の第一院である衆議院で行われており、
与野党の合意を受けて汗をかく仕事は、
衆議院法制局じゃないとできない…か
も？

皆川　治之
第二部第二課
（前法制企画調整部企画調整課）
平成18年入局

三上　悠子
憲法審査会事務局
平成17年入局

(令和２年より出向)
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